


アフターサービスについて
■保証書
保証書は販売店・お買い上げ年月日等の記入をお確かめの上、販売店よりお受け取りください。保証
書と裏面の保証規定の内容をよくご覧のうえ、大切に保管してください。

■修理に出されるときは
保証期間内は、保証規定に基づいて修理いたします。本体及びご使用中のACアダプタ・テープカー
トリッジなど一式と保証書をお買い上げの販売店、または「テプラ」取扱店までお持ちください。保
証期間後も、修理によって使用可能なときは、ご要望により有償で修理いたします。商品をお買い上
げの販売店、または「テプラ」取扱店までお持ちください。
なお、修理のとき一部代替部品を使わせていただくことがあります。あらかじめご了承ください。

■お問い合わせ
アフターサービスについてご不明な点やご相談は、お買い上げの販売店、「テプラ」取扱店または当
社お客様相談室にお問い合わせください。

FAXからの場合	 0120-79-8102

携帯電話からの場合	 0570-06-4759

※通話料お客様負担

受付時間：平日（月曜日～金曜日）　午前9時～午後5時30分

■最新情報については
「テプラ」に関する最新の情報は、当社のホームページをご覧ください。
ホームページアドレス　https://www.kingjim.co.jp/

■お客様登録のお願い
このたびはキングジム製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。お客様登録をしていただ
きますと、製品・サービスに関する情報提供やお問い合わせの受付など、キングジムがご提供するサ
ポート・サービスを受けることができます。

お客様の個人情報の取り扱いについて
お客様からいただいた個人情報は、以下の目的で使用し、厳正な管理をいたします。
サービスやサポートのご提供・商品のご案内・統計情報としての利用・製品の改善等
なお、当社の個人情報の取り扱いの詳細につきましては、下記の当社ホームページをご覧ください。

お客様登録はこちらから

▲

https://kingjim.jp/user/

はじめに
このたびは、ラベルプリンター「テプラ」PRO SR3500Pをお買い上げいただき、ありがとうござい
ます。

本書は「テプラ」PRO SR3500Pの使いかたを説明しています。ご使用前に、必ずお読みください。
また、本製品をご使用になる前に必ず、「PCラベルソフト取扱説明書」もお読みください。

取扱説明書には操作方法以外にも使用上の注意や、上手に使うためのヒントなど、役立つ情報がいっ
ぱいです。いつもお手元においてご利用ください。

「テプラ」PRO SR3500Pを本書とともに末永くご愛用いただきますよう、心からお願い申し上げます。
なお、本製品には保証書が同梱されています。保証書は、必ず「販売店名」「購入日」などの記入を確認し、
販売店からお受け取りください。

●	この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術
装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレ
ビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従っ
て正しい取り扱いをしてください。

●	この製品は、日本国内専用です。
●	本書の内容の一部またはすべてを無断で転載することはおやめください。
●	本書の内容は予告なしに変更することがありますので、ご了承ください。
●	本書の作成には万全を期しておりますが、万一、ご不明な点、誤り、記載漏れなどお気づきの点が

ございましたら、当社までご連絡ください。

•	「テプラ」で得られるラベルについて
塩化ビニールのように可塑剤入り材料など被着体の材質、環境条件、貼り付け時の状況などによっ
ては、ラベルの色が変わる、はがれる、文字が消える、被着体からはがれない、ノリが残る、ラ
ベルの色が下地にうつる、下地がいたむなどの不具合が生じることがあります。使用目的や接着
面の材質を充分確認してからご使用ください。
なお、これらによって、生じた損害および逸失利益などにつきましては、当社ではいっさいその
責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

•	本書に記載されていない操作はおこなわないでください。事故や故障の原因になることがあります。

キングジム、KING JIM、テプラ、TEPRA、テプラPRO、Pテープマークは 
株式会社キングジムの商標または登録商標です。
Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標です。
その他記載の会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。

「テプラ」PRO SR3500P取扱説明書

2019年　6月　第9版

株式会社キングジム
〒101-0031　東京都千代田区東神田2丁目10番18号
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安全上のご注意…必ずお守りください！
お使いになる方や他の人々への危害、財産への損害を未然に防ぐため、必ずお守りいただきたい事項
を次のように表示しています。
本機をご使用のときは、必ず取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。また、取扱説
明書は不明な点をいつでも解決できるように、すぐ取り出して見られる場所に保管してください。

●	表示された指示内容を守らずに、誤った使用によって起こる危害および損害の度合を、次のように
説明しています。

この表示を守らずに、誤った使いかたをすると、「死亡または重傷などを負
う可能性が想定される」内容を示しています。

この表示を守らずに、誤った使いかたをすると、「軽傷を負う可能性または
物的損害が発生する可能性が想定される」内容を示しています。

●	次の絵表示で、お守りいただきたい内容を区別して説明しています。

表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

表示は、してはいけない「禁止」内容です。

表示は、必ず実行していただきたい「強制」内容です。

ACアダプタについて 

同梱の専用ACアダプタ（AC0615J）以外のアダプタは、使用しない
でください。故障したり、過熱、発煙するおそれがあり、火災・感電
の原因となります。

ACアダプタは、指定された電源電圧以外の電圧では使用しないでくだ
さい。
故障したり、過熱、発煙するおそれがあり、火災・感電の原因となります。

ACアダプタのコードを引っ張ったり、コードの上に重いものをのせな
いでください。火災・感電の原因となります。
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その他

本機を踏んだり、落としたり、叩いたりなど、強い力や衝撃を与えな
いでください。破損することがあり火災・感電の原因となります。

破損した場合には、ACアダプタをコンセントから抜き、販売店へご連
絡ください。そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。

ぬれた手で本機やACアダプタ、プラグを操作しないでください。故障
や火災・感電の原因となります。

本機や取扱説明書が入っていた袋は、お子様がかぶらないように、手
の届かないところに保管または破棄してください。窒息のおそれがあ
ります。

本機にお茶、コーヒー、ジュースなどの飲物をこぼしたり、殺虫剤を
吹きかけたりしないでください。故障や火災・感電の原因となります。

水などをこぼした場合には、ACアダプタをコンセントから抜き、販売
店へご連絡ください。そのまま使用すると、火災・感電の原因となり
ます。

本機を分解、または改造しないでください。火災・感電の原因となり
ます。
また、本書に記載されていない操作はしないでください。事故や故障
の原因となります。

オートカッターについて

印刷中もしくはオートカッター作動中にテープ取出し口付近を指で触
れないでください。指を切るおそれがあります。

その他

本機の上に物をのせたり、ぐらついた台や傾いたところなど、不安定
な場所に本機を置かないでください。落下したり、倒れたりしてけが
をするおそれがあります。

印刷中など動作中にACアダプタ・USBケーブルをはずさないでくださ
い。正常に印刷できなくなるおそれがあります。
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長時間の使用による目などの疲労に注意しましょう。

「テプラ」で得られるラベルについて

塩化ビニールのように可塑剤入り材料など被着体の材質、環境条件、貼
付け時の状況などによっては、ラベルの色が変わる、はがれる、文字
が消える、被着体からはがれない、ノリが残る、ラベルの色が下地に
うつる、下地がいたむなどの不具合が生じることがあります。使用目
的や接着面の材質を充分確認してからご使用ください。なお、これら
によって生じた損害および逸失利益などにつきましては、当社ではいっ
さいその責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

テープカートリッジ取扱いについてのご注意
■	テープカートリッジを落としたり、分解したりしないでください。故障の原因
となります。

■	テープ取出し口から出ているテープを引っ張ったり、押し込んだりしないでく
ださい。故障の原因となります。

■	テープカートリッジは直射日光・高温・多湿・ホコリを避け、冷暗所に保管し
てください。

	 テープカートリッジ開封後はできるだけ早めにお使いください。

テープカートリッジの回収およびリユース（再利用）について
当社では使用済み「テプラ」テープカートリッジの回収をおこなっています。
使用済みの「テプラ」テープカートリッジはお近くの「回収BOX」設置店まで
お持ちください。なお、「エコマーク商品」（ラベルにエコマークが表示されて
いるテープカートリッジ）については、当社にてリユース（再利用）をおこな
いますので、テープカートリッジを分解せず、お近くの「回収BOX」設置店ま
でお持ちください。
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テープカートリッジをセットするときの注意事項

	セット前に必ず、インクリボンのたるみをとる
セットするテープカートリッジのインクリボンに
たるみがあるときは、テープカートリッジの穴に
鉛筆などを差し込み、矢印方向に軽く巻き、必ず
たるみを取ってください。

インクリボンにたるみがあると、本機にセットする際、インクリボンが印刷ヘッドに接触し、イ
ンクリボンが折れ曲がったり、破けたりするなど、テープカートリッジの故障・損傷の原因とな
ります。必ずインクリボンのたるみを取ってから本機にセットしてください。

	 テープカートリッジを本機にセットする
ラベルの貼ってある面を上にして、しっかりと差
し込みます。
正しくセットすると、本機のフックによりテープ
カートリッジが固定されます。
新品のテープカートリッジやテープの先端が長め
に出ているテープカートリッジを本機にセットす
るときは、曲がったテープの先端をまっすぐにし、
テープを「テープ通路」のミゾに通します。

テープカートリッジを本機に正しくセットせずに印刷すると、テープが折れ曲がって出てきたり、
インクリボンが飛び出したりするなど、テープカートリッジの故障・損傷の原因となります。必
ず本機にテープカートリッジが正しくセットされていることを確認してください。

	 必ず「テープ送り」をする
テープカートリッジを本機にセットした直後は、テープやインクリボンにたるみが発生します。
そのたるみを取るため、必ず専用エディタの （テープ送り）または （テープ送りカット）
をおこなってください。
専用エディタについては、「PCラベルソフト取扱説明書」を参照してください。

「テープ送り」をせずに印刷すると、テープが折れ曲がって出てきたり、インクリボンが飛び出し
たりするなど、テープカートリッジの故障・損傷の原因となります。テープカートリッジを本機
にセットしたら、必ず、「テープ送り」をおこなってください。
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その他のご注意
■	本機のご使用にあたっては「安全上のご注意」をよくお読みになり、その指示に従ってくだ

さい。
■	ACアダプタは、使い終わったらコンセントから抜き、本機からも抜いてください。USBケーブル
もはずしておきましょう。コードを引っかけるなどの思わぬ事故を防げます。

■	直射日光の当たる場所、暖房器具や熱器具の近くなど温度が異常に高い場所や低い場所、湿気やホ
コリの多い場所でのご使用、保管はおやめください。

■	人体、生き物、公共の場所や他人の持ち物などにはラベルを貼らないでください。
■	ACアダプタ差込み口、USBケーブル差込み口、テープ取出し口などに物をつめたり、ふさいだり
しないでください。

■	印刷ヘッドには、絶対に手を触れないでください。
■	本機の性能を十分に発揮するため、キングジム純正「テプラ」PROテープカートリッジ（4、6、9、
12、18、24mm幅）をお使いください。キングジム純正テープカートリッジ以外を使用した場合の
不具合については、責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

■	本機では点字テープカートリッジはお使いになれません。
■	使い終わったテープカートリッジのご使用や、テープカートリッジをセットせずに印刷することは
おやめください。印刷ヘッドが過熱し故障の原因となります。

■	テープ送りは、必ず専用エディタの （テープ送り）や （テープ送りカット）でおこなって
ください。無理に手で引っ張ったりすることは、絶対におやめください。テープ取出し口から出て
いるテープを引っ張ると、正常に印刷がおこなえず、そのテープカートリッジが使用不能になるこ
とがあります。

■	テープカートリッジはていねいに扱い、衝撃を与えないでください。
■	テープをハサミで切るときに指をはさまないように注意してください。
■	ご使用後は必ずACアダプタを抜き、電源を切ってください。
■	長期間使わないときは、ACアダプタ、USBケーブル、テープカートリッジを本機から取りはずして
ください。本機、ACアダプタ、テープカートリッジは、直射日光、高温多湿、磁気や振動、ホコリ
などを避けて冷暗所に保管してください。

■	本書に記載されていない操作はおこなわないでください。事故や故障の原因となることがあります。
■	取扱説明書に記載された内容・仕様・デザインなどは予告なく変更されることがあります。
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本書の使いかた
本書は次の表記で記述します。

【　表　記　】 【　説　明　】 

、 操作手順を示しています。

＜Shift＞ パソコンのキーボードのキーを示しています。

知っておくと便利な補足情報を説明しています。

その機能の制限や条件など注意していただきたいことを説明し
ています。

参照
関連する事項の参照ページを案内します。必要に応じて参照先
をお読みください。

•	 本取扱説明書は「テプラ」PRO SR3500P本体の取扱説明書です。
	 専用エディタ「PCラベルソフト SPC10」とプリンタドライバについては、「PCラベルソフト取
扱説明書」を参照してください。

ラベル見本について
•	 本書で使用しているラベル見本は、本機で印刷したものですが、表示エリアの都合上、縮小や余白
の調整をしているため、テープ幅、文字サイズ、余白などは実際と異なります。
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このラベルは貼り合わせ
加工をしています。

｢テプラ｣PRO SR3500Pの特長
■	オートカッター！
ラベルを自動カット！「連続印刷」や「連番」
を設定すれば、大量のラベル作りも簡単です。

※	書体やサイズなど、ご使用の状態により本取扱説明書のラベル見本とは印刷結果が
	 異なることがあります。

■	用途に合わせ、選べる充実のテープ幅！
細かい表示に適した極細4mm幅テープから
大きい表示に適した24mm幅テープまで、
4/6/9/12/18/24mmの6種類のテープ幅に
対応しています。
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「テプラ」PRO SR3500P本体 ACアダプタ（AC0615J）

保証書USBケーブル

試用PROテープカートリッジ SR3500P取扱説明書（本書）

同梱品の確認
同梱品はすべて揃っていますか? 梱包を開けたら、まず確認してください。

本機には、CD-ROM、PC ラベルソフト取扱説明書は同梱されていません。当社ホームページ
（https://www.kingjim.co.jp/）からダウンロードしてください。なお、ダウンロードの際はインター
ネット環境が必要となります。



10　はじめに

DIC546

別売品のご案内
本機には、以下の製品がオプションとして用意されています。本機と合わせてご利用ください。

ヘッド・クリーニングテープ
（SR24C）
「テプラ」PRO本体のヘッド
クリーニング用のテープで
す。

トリマー（RT36W）
ラベルのカドを丸くカット
して、はがれに強い、きれ
いなラベルに仕上げるハサ
ミ型トリマーです。ラベルの
前後余白調整にも便利です。
対応ラベル：4〜36mm幅
※	本機の対応ラベルは4～
24mm幅です。

ハーフカッター（RH24）
ラベルの印刷面にスリット
を入れて、ラベルの裏紙を
はがしやすくします。
対応ラベル：4～24mm幅

りぼんキット（SRR10）
ミニサイズで使いやすい手
芸用はさみと、印刷前に使
いたい長さを確認できる綿
製のメジャー、おまけシー
ルのついた「テプラ」PRO
テープカートリッジ りぼん
専用のオプション品です。

お名前タグメーカー（SRT10）
「テプラ」PROテープカート
リッジりぼんに「スナップ
ボタン」を取り付けて、オ
リジナルのお名前タグが作
れます。

スナップボタン（SRTB1）
プラスチック製のボタンが
20組入った「お名前タグメー
カー」専用のオプション品
です。

システムケース（SR9H）
A4ボックスサイズに「テプ
ラ」PRO本体とACアダプタ、
テープカートリッジ（12mm
幅10個分）などが収納可能
です。印刷済みラベルの整理
用ラベルファイル付きです。

テープカートリッジケース
（SR4TH）
A4ボックスサイズにテープ
カートリッジ（12mm幅40
個分）が収納可能です。4つ
のボックスでテープ色・幅・
種類ごとに整理できます。

詳細については、当社ホームページ（アドレスhttps://www.kingjim.co.jp/）をご覧いただくか、
またはお買上げの販売店、「テプラ」取扱店、当社お客様相談室にお問い合わせください。
参照 巻末「アフターサービスについて」
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テープ確認窓

上カバーつまみ ACアダプタ差込み口

テープカートリッジセット部

固定フック

テープ取出し口

テープ通路

上カバー

印刷/カットランプ

USBコネクタ

各部の名前とはたらき
本機各部の名前（表）

本機各部の名前（表・中）

本機には電源スイッチがありません。電源はACアダプタとUSBケーブルを接続することにより自
動的にONになります。電源がONになると、本体前面の印刷/カットランプが点灯または点滅し
ます。
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DIC546



DIC546

テープカートリッジのセット方法についても説明しています。

使いかた編
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パソコンに接続して使う
本機は、USBケーブルでパソコンと接続して、パソコンからラベルのレイアウト編集をおこないます。
※パソコンとの接続には同梱のUSBケーブルを使用してください。

専用エディタはWindows向け「PCラベルソフト SPC10」に対応しています。

ラベルソフトは本製品に同梱しておりません。当社ホームページ（https://www.kingjim.co.jp/）か
らダウンロードいただけます。なお、ダウンロードの際はインターネット環境が必要となります。

本書では、テキストや画像を自由にレイアウトしたり、「流し込み印刷」などの便利な機能をもった「PC
ラベルソフト SPC10」のセットアップ手順を説明しています。

「PCラベルソフト SPC10」の使用方法についての詳細は、当社ホームページ（https://www.
kingjim.co.jp/）をご覧ください。

アプリケーション、プリンタドライバをインストールする
以下のソフトをインストールします。

「PCラベルソフト SPC10」
パソコンを利用して画像やイラストを挿入したり「流し込み印
刷」などができる、ラベル編集ソフトです。

プリンタドライバ
パソコンから「テプラ」PRO本体で印刷するために必要なソフ
トです。

インストールできるパソコンの条件（動作環境）は、当社ホームページ（https://www.kingjim.
co.jp/）でご確認ください。
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「テプラ」PRO本体の接続を指示する画面

画面で指示されるまで「テプラ」PRO本体をパソコンに接続しないでください。
USBケーブルで接続する場合、画面による指示があるまで「テプラ」PRO本体をパソコンに接続し
て電源を入れないでください。

•	ラベルソフトは本製品に同梱しておりません。当社ホームページ（https://www.kingjim.co.jp/）
からダウンロードいただけます。なお、ダウンロードの際はインターネット環境が必要となります。

•	プリンタドライバをインストールしていない状態で「テプラ」PRO本体をパソコンに接続して電
源を入れると、［新しいハードウェアの追加］画面が表示される場合があります。すぐに［キャ
ンセル］をクリックし、パソコンから「テプラ」PRO本体をはずしてください。

•	本項目は、「PCラベルソフト SPC10」とプリンタドライバのインストールについて説明する内容
になっており、Windowsやパソコンの操作については詳しく説明しておりません。また、Windows
やパソコンについて、最低限の操作（マウス操作やファイルの扱いなど）を習得されていることを
前提にしておりますので、必要な場合はWindowsやパソコンの説明書をお読みください。

•	本プログラムをご使用になったうえでの故障や不具合、データ損失などにつきましては責任を負
いかねますのでご了承ください。

•	1台のパソコンに同じ機種の「テプラ」PRO本体を複数接続する場合、接続する台数分のプリン
タドライバが必要になります。2台目以降のプリンタドライバは、接続すると自動的にプリンタ
ドライバのコピーが作成されます。このとき新たにインストールされたプリンタドライバの名前
には「コピー」がつきます。

•	複数ユーザーで使用する場合はインストール後、一度ログオフしてから「別ユーザー」としてご
使用ください。

•	インストールの際は、ウィルス対策ユーティリティなどのプログラムを終了してからおこなって
ください。ラベルソフトが正常にインストールされない場合があります。
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クリック

クリック

	パソコンの電源を入れ、Windowsを起動する
起動しているソフトウェアがあれば終了してくだ
さい。ウィルス対策ユーティリティなどのプログ
ラムも終了してください。

	 当社ホームページ（https://www.kingjim.
co.jp/）から「PCラベルソフト SPC10」ソフ
トウェアをダウンロードする

	 ダウンロードしたファイルをデスクトップなど
に保存し、ファイルを解凍したあと、表示され
たフォルダ中のSetUp.exeファイルを実行する
インストールプログラムが起動します。

［ユーザーアカウント制御］の画面が表示された場
合は、［続行］または［はい］をクリックし継続し
てください。

右の画面が表示されるときは、既にアプリケーショ
ンまたはプリンタドライバがインストールされてい
ます。インストール項目を追加する場合は、［機能の
追加/変更］で変更できます。
古いバージョンのアプリケーションがインストール
されているときは、表示に従いアンインストールし
てから本ソフトをインストールしてください。

	［アプリケーションとドライバのインストール］
をクリックする
プリンタドライバのみをインストールすることも
できますが、ここでは、アプリケーション、プリ
ンタドライバの両方をインストールします。

［ドライバのみのインストール］をクリックした場合
は、手順 のあと、手順 に進みます。

	 ソフトウェア使用許諾契約の内容を確認して同
意する場合は［同意する］をクリックする
同意しない場合は［同意しない］をクリックして
ください。インストールは中止されます。
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確認して

チェックして

クリック

クリック

クリック

	「TEPRA SPC10」をチェックし［次へ］をクリッ
クする
インストールが開始されます。

「ネットワーク設定確認ツール」のインストールは、
本機では不要です。

	 インストール先を確認し、［次へ］をクリック
する
インストール先を変更する場合は［参照］をク
リックすると変更できます。

	 必要な項目をチェックし［完了］をクリックする
アプリケーションのインストールが終了すると、
インストールされたフォント一覧とショートカッ
トの作成を確認する画面が表示されます。
続いてプリンタドライバのインストールに進みます。

お使いのパソコンの環境によって、プリンタドライバのインストール画面が表示されるまでに時
間がかかる場合があります。表示されるまで、しばらくお待ちください。
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クリック選択して

	 機種を選択し、［次へ］をクリックする
右側の［▼］をクリックして表示されるリストから	
SR3500Pを選択します。

「Windowsセキュリティ」の画面が表示された場合
は、「このドライバソフトウェアをインストールし
ます」をクリックし継続してください。

	 画面に表示される指示に従って本機をパソコン
に接続する
「新しいハードウェア」のインストールが実行され
ます。しばらくするとインストールが完了し、完
了画面が表示されます。
参照 P.19「ACアダプタを接続する」
参照 P.20「パソコンと接続する」

「新しいハードウェア」のインストールが実行されない場合
手順 の画面が表示されるより前に、USB ケーブルを「テプラ」PRO本体とパソコンに接続して
いると、インストールが正しくおこなわれません。
手順 画面を表示させたままUSB ケーブルをはずし、再び接続してください。

ハードウェア検出ウィザードが表示された場合
インストール時に、まれに「ハードウェア検出ウィザード」が表示される場合があります。「Win-
dowsUpdate の接続」では「いいえ、今回は接続しません」を選択します。「インストール方法」は「ソ
フトウェアを自動的にインストールする」を選択します。
上記手順でインストールが完了しない場合は、「一覧または特定の場所からインストールする」を
選択し、下記ディレクトリ内の「inf」ファイルを参照してください。 

「C:（お使いのOS インストールドライブ）¥Windows¥System32¥DriverStore¥FileRepository¥ 
tepp***¥TEPP***.inf」
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クリック

	［完了］をクリックする
インストールが終了します

プリンタの削除は「プログラムのアンインストール」（または「プログラムの追加と削除」）か 
インストールプログラムで削除してください。
参照 P.21「アプリケーション、プリンタドライバをアンインストールする」

ACアダプタを接続する
同梱のACアダプタ（AC0615J）で、家庭用コンセント（AC100V）から電源を取ります。

本機には電源スイッチがありません。電源はACアダプタとUSBケーブルを接続することにより自
動的にONになります。電源がONになると、本体前面の印刷/カットランプが点灯または点滅し
ます。

	 ACアダプタのプラグを本機後側のACアダプタ
差込み口にしっかりと差し込む

	 ACアダプタの電源プラグを家庭用コンセント
に差し込む

•	必ずプリンタドライバがパソコンにインストールされていることを確認してから接続してください。
プリンタドライバについては、「PCラベルソフト取扱説明書」を参照してください。

•	本機の印刷中や、テープ送り時にACアダプタ・USBケーブルをはずさないでください。印刷やテー
プ送りができなくなります。

•	ACアダプタは、必ず専用のACアダプタ（AC0615J）をお使いください。
•	使い終わったらすぐにACアダプタをコンセントから抜き、本機からも抜いてください。USBケー

ブルもはずしておきましょう。コードを引っかけるなどの思わぬ事故も防げます。
•	ACアダプタのコードは強く引っ張ったり、繰り返し折り曲げたりすると、断線することがあり

ます。
•	プラグのショートなどにより、安全機能が働きACアダプタの回路が遮断されることがあります。
•	AC アダプタは保証対象外です。



20　使いかた編

DIC546

AタイプUSBコネクタ
コンピュータのコネクタに使われている
のはこのAタイプのUSBコネクタです。

BタイプUSBコネクタ
「テプラ」PRO本体のUSBコネクタに使われ
ているのはこのBタイプのUSBコネクタです。

パソコンと接続する

必ずプリンタドライバがパソコンにインストールされていることを確認してから接続してくださ
い。プリンタドライバについては、「PCラベルソフト取扱説明書」を参照してください。

	「テプラ」PRO本体にUSBケーブルを接続する
ケーブルの一端を「テプラ」PRO本体のコネクタに
差し込みます。

	 USBケーブルのもう一方をパソコンのUSBコネクタに接続する
ACアダプタとUSBケーブルの両方が接続されると、「テプラ」PRO本体の電源が入り、印刷/カッ
トランプが点灯します。
カートリッジが装着されていない場合は、印刷/カットランプが点滅します。
「テプラ」PRO本体の印刷/カットランプは、状態により、以下のように表示します。
動作可能な状態..............ランプ点灯
動作中の状態.................ランプ点滅（点灯と消灯の間隔がほぼ同じ点滅）
エラー状態.....................ランプ点滅（点灯より消灯間隔が長い点滅）

コネクタの形状と向きを確認してから接続してください。

•	パソコンがOFFになっている場合は、「テプラ」PRO本体の電源も入りません。
•	プリンタドライバをインストールしていない状態でパソコンと接続した場合、「新しいハードウェ

アの追加」画面が表示されますが、［キャンセル］し、ケーブルを抜いてください。プリンタド
ライバをインストールしてから接続してください。

•	プリンタドライバについては、「PCラベルソフト取扱説明書」を参照してください。
•	USBハブは使用しないでください。
•	1台のパソコンに同じ機種の「テプラ」PRO本体を複数接続する場合、接続する台数分のプリン

タドライバが必要になります。2台目以降のプリンタドライバは、別の「テプラ」PRO本体を接続
すると自動的にプリンタドライバのコピーが作成されます。このとき新たにインストールされた
プリンタドライバの名前には「コピー」がつきます。
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クリック

クリック

アプリケーション、プリンタドライバをアンインストールする

•	アプリケーション、プリンタドライバのアンインストールは、必ず下記に記載の手順でおこなっ
てください。

•	プリンタドライバをアンインストールするときは、パソコンと「テプラ」PRO本体を接続してい
るUSBケーブルをはずしてからおこなってください。

	当社ホームページ（https://www.kingjim.co.jp/）から「PCラベルソフト SPC10」ソフトウェ
アをダウンロードする

	 ダウンロードしたファイルをデスクトップなどに保存し、ファイルを解凍したあと、表示
されたフォルダ中のSetUp.exeファイルを実行する

	［削除］をクリックする
アンインストールの準備が整うと、確認の画面が
表示されます。

	［はい］をクリックする
アンインストールが開始されます。

ここで［いいえ］をクリックすると、アプリケーションのアンインストールを中止します。
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クリック

クリック

クリック

ネガ表示にして クリック

	［完了］をクリックする
SPC10に関連してアンインストールされたフォン
ト一覧が表示されます。
続いて、プリンタドライバのアンインストールに
進みます。

	［はい］をクリックする
プリンタの選択画面に進みます。

ここで［いいえ］をクリックすると、プリンタドライバのアンインストールを中止します。

	 SR3500Pをネガ表示にし、［完了］をクリック
する
プリンタドライバのアンインストールが開始されます。

	［はい］をクリックする
パソコンが再起動されます。

•	プリンタドライバをアンインストールした場合は、必ずパソコンを再起動してください。
•	プリンタドライバの削除は「コントロールパネル」の「プログラムのアンインストール」（または「プ

ログラムの追加と削除」）もしくはインストールプログラムで削除してください。
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アプリケーションを
アンインストールする場合

プリンタドライバを
アンインストールする場合

アプリケーションSPC10とプリンタドライバのアンインストールは、［コントロールパネル］−
［プログラムのアンインストール］からでも操作できます。ただし、当社ホームページ（https://
www.kingjim.co.jp/）からダウンロードできるファイルからのアンインストールとは異なり、アプ
リケーション用（TEPRA SPC10）とプリンタドライバ用（PCラベルソフト SPC10プリンタド
ライバ）と分かれていますので、ご注意ください。
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ラベル面を 
上にする

テープの先端を
「テープ通路」に通す

テープの先端を
まっすぐに伸ばす

テープカートリッジをセットする
「テプラ」PRO本体にセットする

	セット前に必ず、インクリボンのたるみを取る
セットするテープカートリッジのインクリボ
ンにたるみがあるときは、テープカートリッジ
の穴に鉛筆などを差し込み、矢印方向に軽く巻
き、必ずたるみをとってください。

	 上カバーを開ける
上カバーのつまみ部分を持ち上げてカバーを
開けます。

上カバーを持って、本機を持ち上げないでください。

	 テープカートリッジをセットする
セットするテープカートリッジを、ラベルの
貼ってある面を上にして、しっかりと差し込み
ます。正しくセットすると、本機のフックによ
りテープカートリッジが固定されます。
テープの先端が長めに出ているときや新品の
テープカートリッジをセットするときは、曲
がったテープの先端をまっすぐにし、テープを
「テープ通路」のミゾに通します。

	 上カバーを閉じる
上カバーを指で軽く押してしっかり閉じます。

•	テープカートリッジをしっかり押し込まずに上
カバーを閉じると、本機やテープカートリッジ
が破損するおそれがあります。

•	上カバーはしっかり閉じてください。
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指かけ部
テープカートリッジの取り出しかた

美しい印刷を安定しておこなうために、テープ
カートリッジは本機にしっかりと保持されてい
ます。取り出すときは、カートリッジ側面の指
かけ部に指をかけ、まっすぐ上に持ち上げて取
り出します。

新品のテープカートリッジをセットするときは

	インクリボンのたるみを取ります。
	テープの先端が曲がっていたらまっすぐにします。
	カートリッジをラベルの貼ってある面を上にしてまっすぐに差し込み、引き出されているテー
プは「テープ通路」に通します。

テープカートリッジの回収
当社では使用済み「テプラ」テープカートリッジの回収をおこなっています。使用済みの「テプラ」
テープカートリッジはお近くの「テプラ」取扱店の「回収BOX」までお持ちください。

•	テープカートリッジは、直射日光・高温多湿・ホコリを避け、冷暗所に保管してください。
•	テープカートリッジ開封後はできるだけ早めにお使いください。
•	テープカートリッジは奥までしっかりセットしてください。

テープ送りをする

必ず「テープ送り」を!

•	テープカートリッジ装着後は、テープ、インクリボンのたるみをとるために、必ず「テープ送り」
をおこなってください。

•	「テープ送り」は、専用エディタ「PCラベルソフト SPC10」の画面上のボタンでおこないます
ので、専用エディタインストール後に操作してください。

	 専用エディタ「PCラベルソフト SPC10」を起動する

	 （テープ送り）または （テープ送りカット）をクリックする
「テープ送りカット」の場合は、テープを約17mm空送りしたあとカットします。「テープ送り」
の場合は、テープを約17mm空送りします。
専用エディタについては、「PCラベルソフト取扱説明書」を参照してください。
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カットマーク

ラベルを貼る
できたラベルは裏紙をはがして貼ります。

	 裏紙をはがす

	 しっかりとこすって貼り付ける

•	ラベルの種類によっては、裏紙がはがれにくいものがあります。
•	ラベルにシンナーなどの溶剤をかけたり、とがったもので激しくこすると、ラベルが破れたり、

はがれたり、文字がかすれたりすることがあります。
•	白インクラベルの文字の部分を金属でこすると文字が黒くなりますが、消しゴムなどで軽くこす

るともとに戻ります。
•	凹凸のあるところに貼ると、はがれやすくなります。
•	ぬれていたり、油やホコリで汚れているところには、貼れなかったりはがれやすくなったりする

ことがあります。
•	ペンなどで書き込まれた上にラベルを貼ると、ペンのインクがラベルに浸透し、表示がそこなわ

れることがあります。
•	雨や日光にさらされるところや、屋外に貼ることは避けてください。
•	人体、生き物、公共の場所や他人の持ち物などにむやみにラベルを貼るのはやめましょう。
•	「テプラ」で得られるラベルについて

塩化ビニールのように可塑剤入り材料など被着体の材質、環境条件、貼り付け時の状況などによっ
ては、ラベルの色が変わる、はがれる、文字が消える、被着体からはがれない、ノリが残る、ラ
ベルの色が下地にうつる、下地がいたむなどの不具合が生じることがあります。使用目的や接着
面の材質を充分確認してからご使用ください。なお、これらによって生じた損害および逸失利益
などにつきましては、当社ではいっさいその責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

余白を10mm未満に指定すると、入力内容の前にカット
マークを印刷します。複数枚のラベルを連続して印刷す
る場合もカットマークを印刷し、それぞれのラベルはカッ
トされません。市販のハサミでカットしてください。

「テプラ」PROには、接着ラベル以外にも、用途に合わせてさまざまなラベルが用意されています。
参照 P.30「テープカートリッジを使いわける」
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使い終わったら＜電源を切る＞
	USBケーブルをはずす
USBケーブルを「テプラ」PRO本体から抜き、パ
ソコンからもはずします。

	 ACアダプタ（AC0615J）をはずす＜電源を切る＞
ACアダプタをコンセントから抜き、本機からプラ
グを抜いてください。コードは巻いておいてくだ
さい。

•	本機には電源スイッチがありません。電源はACアダプタとUSBケーブルを接続することにより
自動的にONになります。電源を切る場合は、ACアダプタをはずしてください。

•	長期間使わないとき
長期間使わないときは、ACアダプタ、USBケーブル、テープカートリッジを本機から取りはずし
てください。本機、ACアダプタ、USBケーブル、テープカートリッジは、直射日光、高温多湿、
磁気や振動、ホコリなどを避けて冷暗所に保管してください。
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テープカートリッジを使いわける
使用するテープ種類に合わせて、下記の通り対応してください。

テープ種類 設定方法

オートカッター使用禁止 耐熱ラベル・アイロンラベル・マ
グネットテープ・蓄光ラベル・り
ぼん

①カッターの刃の磨耗を防ぐため、
プリンタドライバのオプションタブ
で「テープカット」を「テープカッ
トしない」に設定して印刷する。②
本機からテープカートリッジを取り
出す。③カートリッジ側にテープ
を3mm（りぼんの場合は10mm）程
度残し、市販のハサミでまっすぐに
カットする。

印刷濃度の調整が必要 耐熱ラベル 印刷濃度を「＋3」に設定して印刷する。

上質紙ラベル・アイロン転写テー
プ・グレー文字ラベル・蓄光ラベル・
ギフトシール

印刷がカスレた場合、印刷濃度を	
「＋3」に設定して印刷する。

鏡文字の設定が必要 アイロン転写テープ 鏡文字を「する」に設定して印刷する。

「テープカット」「印刷濃度」「鏡文字」の設定について、詳しくは「PCラベルソフト取扱説明書」を
参照してください。
テープカートリッジの詳しい使用方法は、テープカートリッジのパッケージおよび同梱されている取
扱説明書をご覧ください。

•	テープを本機にセットしたら、必ず一度「テープ送り」をしてテープやインクリボンのたるみを
とってください。参照 P.25「テープ送りをする」

•	プリンタドライバについては、「PCラベルソフト取扱説明書」を参照してください。

•	アイロンラベル・アイロン転写テープをご使用の際は、アイロンをご用意ください。
•	熱収縮チューブをご使用の際は、工業用ドライヤーをご用意ください。
•	マスキングテープ「mt」ラベルは素材の性質上、一般的な「テプラ」テープに比べ、印刷がカ

スレやすくなっています。本体の印刷濃度を変えることによりカスレ具合の調整は可能ですが、
細かな文字や白抜き文字、網掛け、地紋の印刷などには不向きです。

•	マスキングテープ「mt」ラベルはヘッド接触部のインクがテープに転写しないよう、印刷時以
外は、カートリッジを本体から取り外してください。

•	転写テープとカットラベルは、本機では使用できません。
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印刷/カットランプ

故障かな？ と思ったら
動作しない、印刷できないなど、問題が発生した場合は、次の項目を確認してください。
パソコンの画面にメッセージが表示されたときや専用エディタの機能については、「PCラベルソフト
取扱説明書」を参照してください。

印刷/カットランプは点灯していますか？
まず、印刷/カットランプで「テプラ」PRO本体の状態を確認します。

印刷/カットランプの状態 「テプラ」PRO本体の状態

点灯 動作可能な状態です。

消灯 電源がOFFになっています。
電源はACアダプタとUSBケーブルを接続することにより自動
的にONになります。ACアダプタとUSBケーブルの接続を確認
してください。

点滅
（点灯と消灯の間隔
がほぼ同じ点滅）

長い点滅 印刷中およびテープ送り中です。しばらく待つと動作可能な状
態（印刷/カットランプ点灯）になります。

短い点滅 テープカット中です。しばらく待つと動作可能な状態（印刷/カッ
トランプ点灯）になります。

点滅
（短く点灯し長く消灯する点滅）

本体にエラーが発生しています。パソコン画面にメッセージが
表示されたときはメッセージの内容を確認してください。
メッセージが表示されないときは、本体の上カバーやテープカー
トリッジのセット状態などを確認してください。それでも解消
されない場合は、一度ACアダプタを抜いてください。
再度ACアダプタを接続してもエラーを繰り返す場合は、お買い
上げの販売店、「テプラ」取扱店または当社お客様相談室までお
問い合わせください。
参照 巻末「アフターサービスについて」

ランプが正常に点灯している場合は、次ページからの項目を確認してください。



32　付録

DIC546

印刷を実行しても「テプラ」
PRO本体が動作しない
パソコンの画面にエラーメッセージが表示さ
れていませんか？

エラーが発生すると印刷できません。エラー
メッセージの内容を確認してください。
専用エディタ、プリンタドライバについては、
「PCラベルソフト取扱説明書」を参照してく
ださい。

プリンタドライバがインストールされていま
すか？

プリンタドライバがインストールされていな
いと印刷できません。
プリンタドライバをインストールしてくださ
い。また、インストール後に、パソコンを再起
動しなかった場合、プリンタドライバが正常に
インストールされていない可能性があります。
プリンタドライバをインストールしなおして
ください。

「テプラ」PRO本体が正しくパソコンに接続さ
れていますか？

パソコンと適切なケーブルで接続されている
か確認してください。
参照 P.20「パソコンと接続する」

「テプラ」PRO本体にACアダプタが接続され
ていますか？

「テプラ」PRO本体にACアダプタが接続され
ているか確認してください。
参照 P.19「ACアダプタを接続する」

電源スイッチがなくON/OFFできない
本体前面のランプは点灯していますか？

本機には電源スイッチがありません。電源は
ACアダプタとUSBケーブルを接続することに
より自動的にONになります。電源がONにな
ると、本体前面の印刷/カットランプが点灯し
ます。電源を切る場合は、ACアダプタをはず
してください。

文字がきちんと印刷されない
テープカートリッジは正しくセットされてい
ますか？

テープカートリッジを正しくセットしていな
いと、きちんと印刷できません。
テープカートリッジを取り出し、もう一度手順
にしたがってセットしてください。
参照 P.24「テープカートリッジをセット
する」

印刷ヘッドが汚れていませんか？

印刷ヘッドにゴミ、ホコリなどが付着すると文
字の一部がカスレることがあります。別売の
ヘッド・クリーニングテープ（SR24C）をご
使用になるか、綿棒に市販の薬用アルコール
（エチルアルコール）を含ませて、印刷ヘッド
を掃除してください。
参照 P.34「お手入れについて」

ラベル印刷後、自動カット
されない
テープカットを「テープカットしない」に指定
していませんか？

プリンタドライバのオプションタブで「テープ
カット」を「テープカットしない」に設定する
と、印刷後の自動カットはおこないません。

余白を10mm未満に指定していませんか？

余白を10mm未満に指定すると、テープカット
を「テープカットする」に設定していても自動
的にカットされず、文章の前にカットマークが
印刷されます。

カッターの刃が磨耗していませんか？

カッターは刃物ですので、長期間使い続けると
磨耗し切れにくくなります。カッターの刃の交
換は有償で承ります。お買い上げの販売店、「テ
プラ」取扱店または当社お客様相談室までご相
談ください。
参照 巻末「アフターサービスについて」
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ラベルを貼ることができない
裏紙をはがしていますか？

裏紙をはがして貼ってください。

貼る場所が汚れていたり、凹凸があったりしま
せんか？

表面がザラザラしている場所や、ホコリ・油の
ついている場所には貼りつけられません。
参照 P.26「ラベルを貼る」

文字が欠けたり、かすれる
テープカートリッジは正しく装着されていますか？

テープがたるんでいると、文字が欠けたり、カ
スレたりすることがあります。
テープ送りをして、たるみをとってください。

印刷位置がおかしい
アプリケーションで正しく設定していますか？

市販のアプリケーションを使用している場合、
アプリケーションによっては、余白の設定や印
刷位置の調整が必要なものがあります。「印刷
プレビュー」機能などで印刷状態を確認してく
ださい。

上記以外のときや、上記項目を確認しても改
善しないときは、お買い上げ販売店、「テプラ」
取扱店または当社お客様相談室までご相談く
ださい。
参照 巻末「アフターサービスについて」
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巻き取りコア

お手入れについて
■	本機外側の汚れ・ホコリは
乾いたやわらかな布で拭き取ってください。とくに、汚れがひどい場合は、固く絞ったぬれ布巾で拭
き取ってください。ベンジン・シンナー・アルコールなどの溶剤・薬剤や化学ぞうきんの使用は絶対
におやめください。

■	印刷が欠けたりかすれたりする場合
印刷ヘッドにゴミがついていることがあります。
別売のヘッド・クリーニングテープ（SR24C）を
ご使用になるか、綿棒に市販の薬用アルコール（エ
チルアルコール）を含ませて、印刷ヘッドを掃除
してください。

ヘッド・クリーニングテープを使う

ヘッドクリーニングをおこなう

	ヘッド・クリーニングテープを本機にセットする

	 専用エディタの （テープ送り）をクリックし、「テープ送り」を1～2回おこなう
専用エディタについては、「PCラベルソフト取扱説明書」を参照してください。

•	使用後は元の箱に入れて清潔な場所に保管してください。ホコリ・砂などの
多い場所に放置すると、クリーニング性が低下するばかりか、印刷ヘッドを
傷める原因になります。

•	ヘッド・クリーニングテープで印刷をおこなわないでください。印刷をおこ
なうとヘッドを傷める原因となります。

•	テープがすべて巻き取られたら、そのカートリッジは終了ですので、ご使用にならないでくださ
い。テープ終了後に使用すると印刷ヘッドを傷めるおそれがあります。

•	本機にはヘッド・クリーニングテープSR24Cをお使いください。
•	テープは巻き取り式になっていますので、「テープカット」は不要です。
•	テープがたるんでいる場合、図のように巻き取りコアを矢印方向に回し

てたるみをとってください。
•	ヘッドクリーニングをおこなっても印刷がかけたりカスレたりする場

合、本機の故障が考えられます。お買い上げの販売店、「テプラ」取扱
店または当社お客様相談室にご相談ください。

•	ヘッド・クリーニングテープは薄い材料で作られていますので、新品で
も少なめに見えますが、約120回のクリーニングが可能です。
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おもな仕様
■表示

LED 1個

■印刷
印刷方式 熱転写PRO印刷方式
ヘッド構成 サーマルヘッド（128dot、180dpi）
テープカートリッジ 「テプラ」PROテープカートリッジ	

4・6・9・12・18・24mm幅
カッター オートカッター

■電源、その他
主電源 AC100V（同梱ACアダプタAC0615J 使用のこと）
電源スイッチ USBのVBus信号のオンによる
消費電力 約16W（印刷時）

約5～10W（印刷/カットランプ点灯待機時）
インターフェイス USB
寸法・重量 約109W ×165D ×51H （mm ）

約400g （テープカートリッジを除く）
同梱品 試用PROテープカートリッジ

ACアダプタ（AC0615J）
USBケーブル（A-Bタイプ/50cm）
取扱説明書
保証書

別売品 PROテープカートリッジ
ヘッド・クリーニングテープ（SR24C）
トリマー（RT36W）
ハーフカッター（RH24）
りぼんキット（SRR10）
お名前タグメーカー（SRT10）
スナップボタン（SRTB1）
システムケース（SR9H）
テープカートリッジケース（SR4TH）

■使用条件
動作環境 温度： 	 5℃～35℃

湿度： 	 30％〜80％（非結露）
保存環境 温度： 	-10℃～55℃

湿度： 	 5％〜80％（非結露）
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アフターサービスについて
■保証書
保証書は販売店・お買い上げ年月日等の記入をお確かめの上、販売店よりお受け取りください。保証
書と裏面の保証規定の内容をよくご覧のうえ、大切に保管してください。

■修理に出されるときは
保証期間内は、保証規定に基づいて修理いたします。本体及びご使用中のACアダプタ・テープカー
トリッジなど一式と保証書をお買い上げの販売店、または「テプラ」取扱店までお持ちください。保
証期間後も、修理によって使用可能なときは、ご要望により有償で修理いたします。商品をお買い上
げの販売店、または「テプラ」取扱店までお持ちください。
なお、修理のとき一部代替部品を使わせていただくことがあります。あらかじめご了承ください。

■お問い合わせ
アフターサービスについてご不明な点やご相談は、お買い上げの販売店、「テプラ」取扱店または当
社お客様相談室にお問い合わせください。

FAXからの場合	 0120-79-8102

携帯電話からの場合	 0570-06-4759

※通話料お客様負担

受付時間：平日（月曜日～金曜日）　午前9時～午後5時30分

■最新情報については
「テプラ」に関する最新の情報は、当社のホームページをご覧ください。
ホームページアドレス　https://www.kingjim.co.jp/

■お客様登録のお願い
このたびはキングジム製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。お客様登録をしていただ
きますと、製品・サービスに関する情報提供やお問い合わせの受付など、キングジムがご提供するサ
ポート・サービスを受けることができます。

お客様の個人情報の取り扱いについて
お客様からいただいた個人情報は、以下の目的で使用し、厳正な管理をいたします。
サービスやサポートのご提供・商品のご案内・統計情報としての利用・製品の改善等
なお、当社の個人情報の取り扱いの詳細につきましては、下記の当社ホームページをご覧ください。

お客様登録はこちらから

▲

https://kingjim.jp/user/

はじめに
このたびは、ラベルプリンター「テプラ」PRO SR3500Pをお買い上げいただき、ありがとうござい
ます。

本書は「テプラ」PRO SR3500Pの使いかたを説明しています。ご使用前に、必ずお読みください。
また、本製品をご使用になる前に必ず、「PCラベルソフト取扱説明書」もお読みください。

取扱説明書には操作方法以外にも使用上の注意や、上手に使うためのヒントなど、役立つ情報がいっ
ぱいです。いつもお手元においてご利用ください。

「テプラ」PRO SR3500P（PCラベルソフト SPC10）を本書とともに末永くご愛用いただきますよう、
心からお願い申し上げます。
なお、本製品には保証書が同梱されています。保証書は、必ず「販売店名」「購入日」などの記入を確認し、
販売店からお受け取りください。

●	この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術
装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレ
ビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従っ
て正しい取り扱いをしてください。

●	この製品は、日本国内専用です。
●	本書の内容の一部またはすべてを無断で転載することはおやめください。
●	本書の内容は予告なしに変更することがありますので、ご了承ください。
●	本書の作成には万全を期しておりますが、万一、ご不明な点、誤り、記載漏れなどお気づきの点が

ございましたら、当社までご連絡ください。

•	「テプラ」で得られるラベルについて
塩化ビニールのように可塑剤入り材料など被着体の材質、環境条件、貼り付け時の状況などによっ
ては、ラベルの色が変わる、はがれる、文字が消える、被着体からはがれない、ノリが残る、ラ
ベルの色が下地にうつる、下地がいたむなどの不具合が生じることがあります。使用目的や接着
面の材質を充分確認してからご使用ください。
なお、これらによって、生じた損害および逸失利益などにつきましては、当社ではいっさいその
責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

•	本書に記載されていない操作はおこなわないでください。事故や故障の原因になることがあります。

キングジム、KING JIM、テプラ、TEPRA、テプラPRO、Pテープマークは 
株式会社キングジムの商標または登録商標です。
その他記載の会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。
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